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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第３回役員予定者会議 議事録
◆ 日  時 ：２０１２年１０月１８日（木）
１８：３０～２４：００
◆ 場　所 ：丸勘山形青果市場
1． 開  会                                                     横山専務理事予定者
2． ＪＣＩクリード唱和                                         與田委員長予定者
3． ＪＣＩミッションならびにＪＣＩビジョン唱和                 佐藤貴博議長予定者
4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                             長谷川委員長予定者
5． 出席者の確認（敬称略）                                     舟山事務局長予定者
理事長予定者                井　上　周　士
直前理事長予定者            野　口　雅　弘（欠席）
特別顧問予定者              荒　井　　　寛（欠席）
実行委員長予定者            齋　藤　秀　和（遅参）
副理事長予定者              中　村　祥　之
副理事長予定者              齊　藤　秀　昭
副理事長予定者              鈴　木　辰太郎
副理事長予定者              伊　藤　健　二
監事予定者                  酒　井　貞　和（欠席）
監事予定者                  中　村　正　利
監事予定者                  矢　口　政　則（欠席）
専務理事予定者              横　山　隆　太

議長予定者                  佐　藤　貴　博

特別委員長予定者            三　沢　慶　洋（遅参）
常任理事予定者              安　藤　太一郎
常任理事予定者              鈴　木　　　力（欠席）
常任理事予定者              今　野　　　修（遅参）
常任理事予定者              遠　藤　智　大
本部長予定者                渡　部　明　弘
委員長予定者                佐　藤　幸　助（遅参）
委員長予定者                武　田　靖　裕
委員長予定者                長谷川　吉之介
委員長予定者                與　田　貴　博
委員長予定者                荒　井　要　雄
総括幹事予定者              會　田　智　弘（遅参）
総括幹事予定者              長　瀬　洋　一
出向理事予定者              井　上　智　博
事務局長予定者              舟　山　力　也
＜オブザーバー＞
会務セクレタリー予定者      千　歳　　　望
会務セクレタリー予定者　　　茂　木　政　樹
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長予定者
公益社団法人山形青年会議所定款第５項・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           　　　　　　　　　井上周士理事長予定者
議事録署名人は井上周士理事長予定者・中村監事予定者の２名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周士理事長予定者
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周士理事長予定者
改めまして、こんばんは。今日も連日ＪＣ活動のある中でお集まり頂きまして、誠にありがとうございます。まずは前回の全国大会北九州大会、大変お疲れ様でございました。今回、木曜日から私たちは参加させて頂きまして、木曜日から参加したのは正直初めてなのですが、どういった大会が設営されているか・運営されているかという目で見た方が多いかと思われます。１９０１年に北九州市八幡製鉄所が創業され、製鉄の町として日露戦争の需要の下、町が伸びていって、と同時に公害に悩まされ、ＨＰ等々で読んだのですけれども、七色の煙が上がる町ですとか、川もすごく汚れて、以前の北九州と現在の北九州という対比の写真が出ていたのですが、海も沿岸が黄色なものが今は本当に青くなっており、川も昔はヘドロまみれという写真が載っており、セミナーの際に眺めた川も昔は汚かったのだなと驚きを受けたほど、非常に綺麗な町でした。大会の設営自体も、タクシーに乗るたびに運転手さんが「北九州は製鉄の町であるから男気が溢れる気質で『飲む・打つ・買う』が盛んな地域であり、競艇も競馬場も競輪場も全てある。また、女性はそういった男気とは裏腹に心優しい。」と声をかけてくださり、各所で挨拶が徹底されていて、そういったものも大会の運営にあたるのかなと思いました。そういう目で見ているからか、「ここまで徹底された大会があっただろうか。」と振り返った次第でした。そういった中で、オープニングは八幡製鉄所の跡地で開催されまして、とても迫力がありまして、素晴らしくこちらにおもてなしの心が伝わってくる設えでした。北九州はアニメの町として発信している側面もあるらしく、オープニングに銀河鉄道９９９の松本零士さんやドラゴンボールの声優である野沢雅子さんが出てこられたり、影山ヒロノブさんがCHA-LA HEAD-CHA-LAを歌われたりとすごく盛り上がりまして、最後まで非常に素晴らしい設えでした。私たちも様々なファンクションに出なければならず全ては見られなかったのですが、その際に印象的であったのが大会理事長である小田剛理事長の挨拶でした。本当に一言ひとことが力強く、聞かれた方も大勢いらっしゃると思いますが、胸の芯まで響くというか、なかなか聞けない挨拶でありました。そしてその挨拶が何度もあったのです。ちょうど小田剛理事長と野口直前理事長がお話されていたのを聞いたのですけれども、挨拶の回数は数えないようにしていると言っておられました。その時のフィーリングに合わせて言葉を発しているということで毎回挨拶が違う内容に聞こえておりまして、「この挨拶は聞いたな」ということがほとんどなく、それだけ力強い挨拶をされるということは、大会に対して命をかけるという言葉が聞こえたほど鬼気迫るものがあり、素晴らしい大会でした。公益の関係で「全国会員大会」から「全国大会」へ名称が変わるらしいですが、北九州大会で、八戸青年会議所の第６４回大会主管が承認されました。聞いた方もいらっしゃると思いますが、中野理事長の挨拶も本当に素晴らしいものでした。八戸青年会議所は２００８・２００９年と立候補しましたが承認されず、この度何年か振りに立候補して栄えある主管ＬＯＭを獲得したわけです。全国大会誘致に関しましては、手を挙げるのも地獄・否決されるのも地獄だそうです。地区のＬＯＭナイトでその表現が使われたのですが、やはり取っても地獄・取らなくても地獄ということで、中野理事長から伝わるその決意たるや鬼気迫るもので、こういったものが山形青年会議所にあったのかなと振り返った次第でした。やはりＬＯＭの中ではそれぞれ意識も高まってはいるのですが、命をかけるという言葉が多々出てくる中で「命はかけられないな」と思ったりもしました。そういった決意が伝わる中、同じビッグ大会であるＡＳＰＡＣ誘致を目指すにあたり、そこまでの決意は急には作れないので、私たちがまだまだ築き上げていかなければならないと私は思います。あれだけの全国大会に対する意気込みを見た中で、ＡＳＰＡＣも同等若しくは海外の大会のためそれ以上なので、皆さんが持っていらっしゃる炎を、大事にどんどん燃やしていかなければならないなと思った次第でした。一昨日、スタッフセミナーが開催されました。あれだけ多くの人数から集まって頂きまして、委員長の皆さまのリーダーシップは本当にすごいものでした。ありがとうございました。常任の方・正副の方もそれぞれ委員長を経験されましたでしょうが、はっきり言いましてあれだけ集まって頂けたのは全て委員長のお力です。委員長の皆さまが声掛けしてくださったからこそあれだけの人数が集まったのであり、本当に素晴らしいなと思いました。次年度委員長の力がありながらも、やはり大事なのは今年からの流れかと思います。今年が盛り上がっているからメンバーも育ち、スタッフセミナーも行こうという流れになっているわけで、何度も口にしていますが「いいムードで来ているな」と思います。本日は公務で欠席ですが、野口理事長が作ってくださった流れに私が乗らせて頂き、ラインの方々がいらっしゃって、そこから委員長の皆さまがいいムードを作って頂いているのだと改めて感謝した次第でした。最後の監事講評でも、「委員会一人ひとりの力を光らせて」という表現が矢口監事よりありましたが、その言葉を聞いてふと思い出したのが、「他ではそうでもなかったのに、この委員長の下では輝いているな」ということや、逆に「この委員長の下では輝いていたのに他に移ったら全く輝いていないな」という思いをしたことがないでしょうか。センテンス毎に区切りを入れ、色々な方から活躍の場を頂きまして、非常にテンポも良く、それぞれの能力が輝いたセミナーであったなと思いました。development opportunity、開発の機会という言葉がありますが、一人ひとりの機会を生かすことが青年会議所の素晴らしさであると思います。委員長がビジョンを持ってきちんと指導していくのですけれども、やはり色々な方に開発の機会・活躍の場を与えることが非常に大切であると私は思います。アメリカの鋼鉄王カーネギーのお墓に刻まれた言葉で「賢き者を近づける術を知りたる者ここに眠る」というものがあります。それは知識やそういったものでなく、「自分に足りないことを生かす」という言葉であると認識します。今年度・次年度とありますが、これから背負っていかれる方に関しては、メンバーの光るところを更に光らせて頂いて、ＡＳＰＡＣに向けて皆さまの炎を更に燃やして頂いて、みんなで頑張っていきましょう。以上です。
１０．直前理事長予定者挨拶 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　野口直前理事長予定者
野口直前理事長予定者が欠席のため割愛。
(以下、『予定者』表記を割愛)

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　荒井要雄委員長
配布資料　第回役員予定者会議アジェンダ　１３役員ｐｒｅ０３ｎｄ
議題１７件、討議事項その他を含めて７件、審議事項その他を含めて１件、協議事項その他を含めて８件、報告依頼事項その他を含めて３件
横山専務理事【補足】

統一表記中、ＡＳＰＡＣ山形大会・ＵＮ　ＭＤＧｓに関する表記の説明。
「我々・私たち」に関する表記については年度や場面でも混在が見られ、事務局で確認していくが、現状ではそこまで厳密に定めていないので留意して頂きたい。

１２．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周士理事長
全員賛成
１３．討議事項
討―０１　　２０１３年度　理事長所信（案）Ｖｅｒ.１８に関する件　　　　　　　  横山専務理事
井上周士理事長【説明】
２９行目の英語の部分、Possibilityが正しくはcapabilityであったが、言いにくさと親しみの無さから変更させて頂いた。変更後はLet Your Power Shine （あなたの力、能力を輝かせよう）となる。それ以下は前回同様となるのでよろしくお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

５９行目、「そしてと共に」の部分の「と」が不要と思われるので削除願いたい。
討―０２　　例会の設営・運営及び臨時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】

次年度も、総務委員会にて例会・総会等の設営をさせて頂きたい。公益社団法人ということで、総会の議事を文面で郵送するなどの変更点が多々出てくるが、間違いのないように対応したい。例会の出席の定義に関して、例会開始の前後１時間を登録時間と定めさせて頂きたい。
横山専務理事【補足】

登録時間帯の明確化に関して意見を頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

昨日行われたＬＯＭ内褒賞審議委員会が行われ、例会の出席率に関しても諮られた。褒賞のためだけでなく、例会の趣旨を汲んだ諮り方も大切ではないだろうか。例を挙げれば、難しいことではあるが「理事長挨拶を聞いたか否か」というような基準も考えられる。懇親会設営の人員がかかるどうかという問題もあるため、よく検討して頂きたい。
安藤常任理事【意見】

総会の委任者に関して、総会の議長すなわち理事長には委任ができないという記憶がある。公益という観点から、特に委任者に関して徹底し、万が一の混乱が起きぬよう配慮して頂きたい。
井上周士理事長【説明】

確認したが、委任者は総会議長すなわち理事長でも問題ないということであった。但し、理事長に委任先が集中して欠席事由が発生した場合、総会自体が成立しないということも考えられるので、委任者は各委員長が望ましいということである。メンバーは所属委員会の委員長を委任者とし、各委員長はしっかりと総会に出席するという流れが一番望ましいので覚えていて頂きたい。

渡部本部長【意見】

今年の登録時間帯としては、例会開始１時間前から開始後３０分までとしている。例会後の懇親会しか出席できない方等がいた場合、時間帯で区切ることがなかなか難しかった印象がある。懇親会の扱いを統一し、調整を図る必要があるので考慮して頂きたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

理事長挨拶の際はドアクローズが現在の決まりであるが、それだと会場に来ているのに挨拶を聞けないという場合が出てくる。せっかく時間調整のうえ来場したのに聞けないということが適切なのか、ＬＯＭとして検討しても良いのかと思う。委任者に関しては、民法上二重委任が無効とされている以上、「出席できる方」を委任者として促すのが公益の観点からも適切ではないだろうか。
横山専務理事【意見】

ドアクローズの意味合いとして、入場だけでなく退場にも関わってくる問題となる。オープンを認めてしまえば電話がかかってきた時に退場してしまうなど、粛々とした雰囲気を維持することが難しいのではないかというのが私の中での懸案である。事務局としての意見を求められたこともあり述べさせて頂けるなら、理事長挨拶中はドアクローズが原則というのが私の考えである。もちろん皆さまの意見を頂きながら調整を図っていきたい。色々な例会・総会がある中で場面による使い分けも必要になってくる可能性はあるが、まずはしっかりとドアクローズを原則としていきたいと考えている。

齊藤秀昭副理事長【意見】

入場できなかった方が理事長挨拶を聞けるようにという配慮であれば、廊下などの会場外に挨拶の映像を中継で流すという方法も考えられる。会場によっての可否もあるだろうが、一案として意見とさせて頂く。
横山専務理事【意見】

あくまで定刻入場を大前提としながら、限りある理事長挨拶・クローズの雰囲気の作り方などを考慮して対応しなければならない。今出た意見を元にしながら、総務委員会にて対応策を考えて頂きたい。

討―０３　　出席率向上に向けた企画・実施（案）に関する件　　　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】

本年はメールを定期的に発送することで、例会の日時をメンバーが把握しやすくしている。データを見ると、一昨年より時間を厳しくしているが出席率は向上が見られるので、来年度もメール配信は続けていく考えである。また、出席率向上に関しては委員会内の盛り上がりが基本となってくるため、メールの内容についても、各委員長のインタビューを盛り込むなどの工夫をしていきたい。皆さまのご協力あっての出席率向上であるが、総務情報委員会としてできることをご意見として頂きたい。

横山専務理事【補足】

参考資料に、メール本文例・過去の出席率集計表も添付してある。２０１２年度から正確に集計を取っており、非常に参考になるのでご確認頂きたい。

遠藤常任理事【意見】

今あった通り、委員会内の結束が最も大切である。参加率の低いメンバーへの積極的な声掛けを続けて頂きたい。

伊藤副理事長【意見】

本年を見ていると、遅れてきたメンバーが会場外で話をしている場面が多かった気がする。総務情報委員会で速やかな入場や定刻入場を促す空気作りに力を入れて頂きたいと思う。

長瀬総括幹事【意見】

本年度の同報メールは分かりやすくて良かったと思うが、それをどう受け取るかは各メンバー次第である。例会担当委員会がどれだけの人数を集めるかということは、まさに委員長の想いの強さであると思うので、例えば期限を決めて委員長のコメントを募集しても良いのではないか。プレゼン能力の向上や、委員会内の結束にも繋がることであると思う。
井上周士理事長【コメント】

今、長瀬総括幹事からあった通り、本年度の同報メールは例会参加率向上の確実な一助となっている。各委員長は、出席率がＬＯＭ内褒賞にも大きく関わることを踏まえたうえで、素晴らしい委員会運営をして頂きたい。

討―０４　　諸会議議案の取りまとめ及び発信案に関する件　　　　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】

上程のルールに関しては、先日のスタッフセミナーであった通り、例年に倣い七五三ルールを適用していく。やむを得ない差し替えについては、会場内限定での差し替えとさせて頂きたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】

事業概要１０に関して、「事業報告並びに決算報告議案は監事監査を受けられた議案を提出下さい」とあるが、監事監査を受けるのは決算報告のみである。修正をお願いしたい。
武田委員長【意見】

議案送信先に関して、直前理事長や実行委員長が含まれていないため、もし求められた際は個別対応をして頂きたい。

荒井要雄委員長【回答】

個別対応にて応じる。

安藤常任理事【質問】

決算報告議案は、財政審査会議を受けた後に監事監査を受けて提出ということでよいのだろうか。

荒井要雄委員長【回答】

財政審査会議を通し、監事監査を受ける手順で間違いない。

安藤常任理事【意見】

財政審査会議を通す旨、明記して頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【意見】

上程時にやむを得ず審議振替を行う場合、事務局に負担をかけないために、あらかじめ審議議案をしっかり作成しておくことを遵守して頂きたい。
討―０５　　庶務活動の実施案に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　  総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】

現在メーリングリストを精査しながら作成中である。完成次第配布となるのでしばらくお待ち頂きたい。会員名簿に関して、日本ＪＣの業種別部会に所属しているメンバーは、その所属先も名簿に記載したいと考えている。他メンバーに出向への関心を抱いて頂くためにも有効だと思うが、意見を頂きたい。

武田委員長【質問】

メーリングリストを作成中とのことだが、依頼をすれば各委員会内のメーリングリストも作成して頂けるのか。

荒井要雄委員長【回答】

要望があるようなので作成対応させて頂く。また、メーリングリスト内に登録されたアドレスを変更する場合、直接業者へ依頼すると管理不能となってしまうため、必ず総務情報委員会を通して頂きたい。
中村正利監事【質問】

同報メールに関しても、荒井要雄委員長で管理されると理解してよろしいか。

荒井要雄委員長【回答】

そのつもりである。
中村正利監事【質問】

現時点で、ＬＯＭメンバー全員が登録されているのか。

荒井要雄委員長【回答】

現在アドレスのみでの管理となっているため、使用されていないアドレスが登録されていたりもする。メンバーの名前で管理できるように精査中である。

中村正利監事【意見】

一年かかってもＬＯＭメンバー分を整理して頂きたい。同報メールが整理されれば即ちＬＯＭ内の情報発信ツールが確立されるということなので、ぜひよろしくお願いしたい。

横山専務理事【補足】

ＪＣレポート・会員名簿に関しても意見・質問を頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

ＪＣレポートに関してシニアクラブ内では不要ということになった。しかしながら、シニア会員の中でも要不要が分かれており、扱いに関して検討が必要であると思う。

安藤常任理事【意見】

ネームプレートに関して、公益化してから新旧のプレートが混在している。一気に新しくするのは難しいであろうが、事務局で方向性を一考して頂きたい。
横山専務理事【コメント】

数と金額を算出し、事務局から正副会議へ諮りたいと思う。
討―０６　　ＣＯＣからの周知事項及び連絡会に関する件　　　　　　　        ＡＳＰＡＣ ＣＯＣ
中村祥之副理事長【説明】

齋藤秀和実行委員長から各委員長にＣＯＣ内での部会長を引き受けて頂きたい旨個別依頼があったと思うが、過不足があれば添付資料をご確認頂きたい。２４・２５日の事業ヒアリング時に、各部会長に個別面談をさせて頂く考えである。日程は事務局より頂いている。ヒアリング終了後に時間を頂くので、質問事項等があればその時までに準備をお願いしたい。
安藤常任理事【説明】

これまで常任予定者会議の後にＣＯＣ会議を開催していたが、今回は事業ヒアリングに併せての面談となる。各部会長と一体となって事業を進めていきたい。資料の準備等入念に行っていくのでよろしくお願いしたい。
長谷川委員長【意見】

本日初めて全容を見たので言えることは少ないが、担当の職責をしっかり全うするつもりである。

與田委員長【質問】
資料中の職務の任期はどうなっているのか。

中村祥之副理事長【回答】

部会長までのラインは、２０１３年度内と考えている。但し、２０１３年のＡＳＰＡＣが過ぎると２０１４年度のＬＯＭ組織との兼ね合いが出てくるので、柔軟に対応していく。

會田総括幹事【意見】

回りからの助言を得ながら、委員会メンバーの先頭に立てるよう活動していきたい。
横山専務理事【コメント】

面談日の時間を有効に使い、疑問点等あれば話をして頂きたい。

井上周士理事長【コメント】

これからはＬＯＭの事業内にＡＳＰＡＣの事業が入ってくるかたちとなる。スケジュールが非常にタイトになるが、事務局でも効率化を図るべく努力するので皆さまのご理解とご協力をお願いしたい。
討―０６　　その他
削除

１４．審議事項
審―０１　　その他
削除

１５．協議事項
協―０１　　グループ基本方針（案）に関する件（マニュアル）

委員会事業計画（案）に関する件（フォーム・マニュアル）に関する件　　　　　　　　横山専務理事

・会員パワーアップグループ

佐藤特別委員長【説明】

Ｖｅｒ．５という事で宜しくお願いします。変更点については、１段目の背景の部分と中段の２段目の目的の部分を変更している。ご意見をお願いしたい。

伊藤副理事長【説明】

前回ご指摘いただきました点を修正し、マニュアルにある形式に変更した。

今野常任理事【意見】

１８行目から２０行目の部分だが、「深め合う」という表現が分かりづらいので具体的な表現があればと思う。

武田委員長【質問・意見】

特に無い。

長瀬総括幹事【意見】

赤字訂正がされている２４行目の力を再認識するために２５行目の「高めあっていきます」が分からないので、文を分けるという表現もあるのではないかと思う。

佐藤貴博特別委員長【回答】

検討致します。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

前回から比較して飛躍的に分かり易く良くなった。見直してもらいたい部分として、６行目「ふるさと」の表現で漢字でなくてよいのか。１４行目「２０１４年ＡＳＰＡＣ開催地ＬＯＭという気概」の気概という表現、また２４行目の「近隣ＪＣ」の表現を再考願いたい。さらに２８行目の「不可欠な存在であるという確固たる信念」の部分で、不可欠な事に信念を持っているのかという部分と、２９行目の「厚い信頼関係で結ばれた」の文言を考えればより良い内容になると思う。

三沢特別委員長【意見】

１４行目の「２０１４年ＡＳＰＡＣ開催地ＬＯＭという気概」で、ＡＳＰＡＣがあるから拡大はしなければいけないのもわかるが、ここの部分にそれが出てくるのはいかがか。

中村祥之副理事長【意見】

文章は非常に読み易くなったと思う。基本テーマについて「やまがたへの熱い想いを新しい力と共に」

の部分が個人的に分かりづらい。やまがたを使う事により我が町に対する熱い想いを表現していると思うが、もっと身近な違う表現をすればより良いと思う。また、「力と共に」と強調していると思うがより良く理解していただける表現があれば検討願いたい。

横山専務理事【補足】

ＡＳＰＡＣの統一表記に関して１４行目「２０１４ ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ開催地ＬＯＭ」と表記。

・会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【読み上げ・補足】

１９行目「確信します。」の後に具体的な拡大の目標数値を追加したいと思う。

「会員拡大目標を５０人に設定し」を「確信します。」の後に追加する。

佐藤貴博特別委員長【補足】

追加内容を次回まで盛り込んで提出する。ご意見をお願いしたい。

伊藤副理事長【補足】

宜しくお願います。

遠藤常任理事【質問・意見】

纏まっており読み易いと思う。

長瀬総括幹事【質問】

１７行目の「情報を共有」の部分で会員情報なのかＬＯＭの事業の情報なのか教えていただきたい。

會田総括幹事【回答】

この情報は今までのＪＣ活動の経験も勿論だが、新入会員を募るための情報も含んでいる。もう一度精査して修正していく。

長谷川委員長【質問・意見】

特になし。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

気持ちの伝わる文章だと思う。１１行目の「後ろ向きな話が錯綜している」という文章があって、この部分は理事長所信では「前向きな」となっている。理事長所信に合わせたほうが良いと思う。２段落目の表現が取り組みになっていない。マニュアルを読んでいただいて、「何をするために取り組みをします。」という流れにすることによって分かり易くなると思う。この文章だと最後の行の結果、メンバーが一丸となる内容にしなければいけないと思うが、メンバーが一丸となる取り組みが２段落目にはない。この会員拡大運動はメンバー全員で行わないといけないという事なのでしょうが、この表現をするのであればそのための取り組みも必要だと思う。

１８行目「これから出会う新たな仲間達にＪＣの魅力を伝播」するために何をするのかが取り組みになると思う。１９行目の「基礎を、各種例会では経験を積んでいただき」だと基礎を積むとなってしまう。この場合だと「基礎を・・・学ぶ」にしていただきたい。何のための基礎を学ぶのか、何のために経験を積むのかを、重要な内容になってくると思う。もう一度向き合っていただきたい。
三沢特別委員長【質問】

「「蔵王」の発行と活用によって、市民・行政・企業・他団体との信頼関係構築と相互理解」とあるが、どのように関わる予定なのか。

會田総括幹事【回答】

分かり易いように明確にした上で文章にする。

安藤常任理事【意見】

１４行目ですが、「会員拡大で力強い一歩を！やまがたへの熱い想いを新しい力と共に。」にテーマを１行使って書いてしまうのはもったいないと思う。會田総括の言葉を入れていただくといいと思う。

２０行目「秋には新入会員が例会を企画・運営できるよう共に活動していく」の件で、新入会員が経験を積み、例会も企画・運営できるように育てるという意味なのか、新入会員事業の事なのか分からない。例会の日程を見ると秋には拡大の例会は無いようなので確認していただきたい。

１８行目と２１行目のＪＣとＬＯＭが明朝体になっていないと思うので確認していただきたい。

中村祥之副理事長【質問】

会員拡大を行う目的はどの様にお考えか。

會田総括幹事【回答】

課題としては会員の確保が難しくなってきていると思う。ＡＳＰＡＣも勿論ありますが、質の高いマンパワーが必要になると思う。同じ方向を向いて活動していけるような仲間を募って行きたいと考えている。

中村祥之副理事長【意見】

１段落目の背景を読むと今おっしゃっていただいた内容が書かれているが、２段目の１４行目を拝見すると何のためにという部分がＡＳＰＡＣの為だけになっているように感じる。

１９行目の「まずは」から２３行目までに取り組みが集約されている印象がある。折角１０行くらいの幅があるので、取り組みの部分を分散していただくとより良い文書になると思う。

井上周士理事長【コメント】

グループ基本方針は前回よりも大変読み易くなったと感じる。委員会方針としては１０行目、１１行目でグループ方針の内容を盛り込んでいただくともっと内容が濃くなると思う。もう一点で、会員拡大の人数など明確な目標をここに書いていただければと思う。

・ＡＳＰＡＣ準備運営グループ

安藤常任理事【説明】

Ｖｅｒ．３になる。変更点として、前段の後半部分で渉外とＡＳＰＡＣの準備運営という事で若干記載を変更。中段での変更点として、渉外の部分で２７行目からの部分、こちらは赤字にて修正。

基本テーマにおきましても「いよいよ始まるＡＳＰＡＣへのカウントダウン！「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の実現へ向けた大きな飛躍！！」へ変更。

中村祥之副理事長【説明】

前回多くのご指摘いただき、それを反映しているので見づらいかと思うが確認していただきたい。またご指摘いただいたところでも表現を変えていないところもある。ご意見をいただきたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

多くの委員会の背景の中にＡＳＰＡＣ開催と使われているが、このグループにおいてはＡＳＰＡＣの背景が何処にも無くなってしまう。ＡＳＰＡＣ大会開催決定を受け、を背景してもらいたくない。背景を再考願いたい。

２段落目のＡＳＰＡＣ準備会議は非常に分かり易いと思うが、もう少し気持ちが見えるとより良いと思う。２１行目の「例年のように多くの出向者を送り出すなかで」の送り出すなかでは、輩出が良いと思う。「出向者の支援を全力で行います。」の部分で、何のために出向者の支援を行うかの取り組みを記載していただきたい。

２７行目の赤字の部分で各種大会は青年会議所の魅力なのか醍醐味なのか、この点をもう一つ捻っていただきたい。かつ、多くのＬＯＭのメンバーに参加してもらうために何をするかをご再考いただきたい。

荒井要雄委員長【意見】

本日案内のあった統一表記の部分を修正願いたい。「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会」へ。

與田委員長【質問・意見】

特になし。

渡部本部長【意見】

基本テーマがより力強い印象になったと思う。

齊藤秀昭副理事長【意見】

１１行目からの背景の部分で、「１年」と具体的な数字は出さないほうが良いと思う。

「醸成」という言葉の意味として「ある状態を徐々に作り出す」という意味だが、このグループの事案に関しては徐々には必要ないと思うので、もっと力強い言葉で明記して欲しい。

井上周士理事長【コメント】

先程も意見あったが、来年はＡＳＰＡＣ開催の前年度になる。「醸成」とあったが来年度は形にしないと２０１４年に間に合わないと思う。今年からの来年が大事だと思うので、その点を含めて記載していただきたい。

・ＡＳＰＡＣ準備事務局

長瀬総括幹事【読み上げ】

安藤常任理事【補足】

ご意見を宜しくお願いしたい。

中村祥之副理事長【補足】

「醸成」が入っておりますので修正します。

横山専務理事【補足】

ＡＳＰＡＣの統一表記を次回まで修正してほしい。

別紙のＥｘｃｅｌ表は事業ヒヤリングで使用する。

齊藤秀昭副理事長【意見】

１５行目「出向者を通じ、ＪＣＩ・日本ＪＣ等から様々な情報を入手」とあるが、地区協議会、ブロック協議会からも様々な情報を得る部分もあると思う。ＪＣＩ・日本ＪＣと特定せずに大きな枠で書いたほうが良いと思う。

長瀬総括幹事【回答】

次回まで修正。

伊藤副理事長【意見】

全体を見ると準備という言葉が目立つが、何を準備するのかを明確に記載いただきたい。

佐藤貴博特別委員長【意見】

１７行目「ＡＳＰＡＣ光州大会、世界会議リオ・デ・ジャネイロ大会等の国際大会への参加を通して」の部分はＰＲの意味合いだと感じるが、渉外よりの文章に感じるのでご検討いただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

ＣＯＣとの立ち位置に迷いを感じる。１５行目「出向者を通じ」と記載があるが例えば、来年ソニーさんがいらっしゃる場合はどの様に情報を入手するイメージを描いているか。

長瀬総括幹事【回答】

ソニーさんの情報は個人的入手する術はわからない。

安藤常任理事【補足】

私のイメージとしてソニーさんの場合だと、日本ＪＣに出向者を出すことによっての日本ＪＣの事務局とも繋がりが出てくると思うので、そこか情報を入手したいと考えている。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

確かに出向者からというのもあるが、事務局があるのだから直接日本ＪＣの事務局に連絡を取ればよい。

渉外とのバランスが分からなくなってきている。ＡＳＰＡＣ準備事務局としてもっとイメージを持って、事業計画を作成していただきたい。

２５行目の「私達」は統一表記で「私たち」に修正。また、「地域発展の起爆剤となることで」とあるが、起爆剤になる取り組みが無いので工夫していただきたい。

今野常任理事【意見】

グループ方針には「ＣＯＣ（実行委員会）」と記載があり、委員会事業では「（実行委員会）」の記載がないので統一したほうが良い。

「Ｃｏｎｆａｒｅｎｃｅ」の部分で「ａ」ではなく「ｅ」ではないか。

長瀬総括幹事【回答】

「ＣＯＣ（実行委員会）」は検討させていただきます。

「Ｃｏｎｆａｒｅｎｃｅ」は「Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ」に変更。

・渉外支援委員会

佐藤幸助委員長【読み上げ】

中村祥之副理事長【補足】

文頭の「」等、少し誤字や記載年数が違う部分があるが、こちらは次回まで修正致します。

全体の構成について意見をいただきたい

武田委員長【意見】

１７行目の「など」の指すところが分からない。特に必要なければ削除したほうが良いと思う。

渡部本部長【意見】

１８行目の「目指します。」や２２行目の「思います。」、２４行目の「思います。」の表現は言い切った方が良いと思う。

遠藤常任理事【意見】

委員長の意気込みが弱く感じてしますので、１５行目の「まいります。」も「します。」などと修正したほうが良いと思う。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

「山形のＰＲ大使」とは何か。

佐藤幸助委員長【回答】

山形の事を他県の方にしっかりとご案内できるような受け答えができるなどの事。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

今の回答が取り組みに無い。仮にそれを書いたとしてもそれは渉外委員会の役割では無くなってくる。もう一度任務に照らして何のために出向者支援をするのか、何のために渉外活動をするのか、マニュアルを読み直して取り組みをもう一度ご再考いただきたい。
佐藤幸助委員長【回答】

しっかり整理した上で、修正する。

齊藤秀昭副理事長【意見】

本年度や昨年度の渉外活動などをしっかり引継ぎしていただいて、より良い言葉を文字にしていただきたい。

井上周士理事長【コメント】

長瀬総括幹事の文章は非常に読み易いと思う。しかし、渉外の要素が強いと思う。また、シニアの皆様の事も取り入れていただきたい。

佐藤幸助委員長の文章はラインのチェックが甘いのか、提出期限が守られていないのかどちらかだと思う。私が感じるのは後者だと思う。しっかり期限を守った上で、チェックをしてもらい提出できるよう進めていただきたい。

・アクティブシティ創造グループ

今野常任理事【説明】

前回からの修正点として、前回ご指摘の多かった「震災後」という表現が多かった部分を少なくした。また、３４年ぶりに東北地区協議会会長を輩出することもあり「東北の復興」はそのまま使用している。

ＡＳＰＡＣの統一表記は次回まで修正。

齊藤秀昭副理事長【補足】

忌憚のないご意見をお願いしたい。

伊藤副理事長【意見】

１段落目の「国難ともいえる東日本大震災」から「注目されています。」までで背景を語っていただいているが、次の文章が繋がっていないように感じる。

井上智博出向理事【意見】

１段落目の背景の部分で花火大会や街づくり事業などの手法が入ってきていると思う。

今野常任理事【回答】

検討致します。

荒井要雄委員長【質問】

２０行目の「さらに市民による花火大会」の表記が市民と共に上げると何が違うのか。今年はどちらだったのか教えていただきたい。

今野常任理事【回答】

どちらでも含まれると考えている。総括した形で纏めている。

遠藤常任理事【意見】

１段落目の背景の部分に手法が記載されている。

２段落目の文末が「します。」と続いているので違う表記の方が読み易いと思う。

佐藤貴博特別委員長【意見】

２０行目「震災から」という文字は抜いて「東北が復興し躍動する」などと変えたほうが良いと思う。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

３４行目「様々な切り口から」とはどんな切り口か。

今野常任理事【回答】

様々という言葉で曖昧にしているところあった。

様々な観点からまちづくりを行うという意味で記載した。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

言葉に逃げていると思う。様々などの何とでも取れる表現は自分の中で考えがないからかもしれないと思い質問した。

２１行目「大会運営をします。」は大会の後に「を」を入れたほうが良い。

２３行目「まちづくりに関して」はアクティブシティー創造グループのグループ基本方針なので、この文章はいらない。その後の「まずは」の後は「、」を付ける。

前回も質問したが「ＬＯＭ事業から」は何か意味が分からない。

運営や企画・実施は委員会になってしまう。全体的にグループの基本方針という事を考えて記載してほしい。

井上周士理事長【コメント】

２１行目「会場移転の検証を含め」は、まだ伏せている案件であるので記載しないでほしい。

「ＬＯＭ事業から」は何か意味が分からない。我々が山形の事を勉強して山形の魅力を深めるのが私の考えなので、解釈を深めていただきたい。

まだまだ穴が多いので精度を上げて行っていただきたい。

・花火大会特別委員会
渡部本部長【読み上げ】
中村祥之副理事長【意見】
１３行目から１５行目の部分は背景にあたるので、これを入れるのであれば１段落目に織り交ぜるべき内容と思う。２段落目はこのことを踏まえて、今年取り組むべきことを表記すればよい。
「運営面・設営面」のこの６文字に委員会が取り組む中身が全て入っているように思える。
たとえば、安全な運営、交通、場所等の取り組みももっと具体的にここに盛り込んだほうがよいと思う。
家族例会も、家族との関係性など具体的な記載があったほうがよい。行政、協賛企業、関係企業などのステークホルダーについても記載をして、大きい事業をするこの委員会のスケールの大きさを出していっていただきたい。
鈴木辰太郎副理事長【質問】
いまの現時点でのイメージで、今年はお天気まつりをどうするのか。
毎年行っているが今年は行うのか。
渡部本部長【回答】
行います。
鈴木辰太郎副理事長【質問】
なぜ行うのか。
渡部本部長【回答】
花火大会への機運を高めるために必要だと考える。

毎年設営などが変わるのでメンバーの周知の徹底はしたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
部会長それぞれに任務がある。なんのためにお天気まつりをするのか、部会長がわかるのがここしかない。ここでそれがわかることが望ましい。設営面、企画、協賛など何のためにやるのか、２段落目に記載があるのが望ましい。背景、目的のバランスを整理して、部会長が立ち返れる文章になるようにしていただきたい。
長瀬総括幹事【意見】
２４行目「アクティブなまちやまがたの創造」という表現について花火大会の実施がアクティブなまち山形の創造ということなのか、県内外からも訪れてもらえる花火大会にすることがアクティブなまちやまがたの創造ということなのかがわからない。アクティブなまちやまがたの創造というのはどういうことか表現されているとわかりやすくなるのではないか。
渡部本部長【回答】
検討させていただく。
・グローバルシティー創造委員会
武田委員長【読み上げ】
今野常任理事【補足】
まちづくりのところで、意見をいただきたい。
齊藤秀昭副理事長【補足】
統一表記に関してはこの後修正させていただくので中身について意見をいただきたい。
會田総括幹事【意見】
１３行目、国内だけでなく国外からの人たちというところは、国内外という端的な表現でいいと思う。１６行目、やまがたの、やまがたの、やまがたの、と続くのでもっとまとめたほうがいいと思う。
武田委員長【回答】
検討させていただく。
與田委員長【意見】
１段落目の１１行目、行政や他団体と、１３行目行目、行政や関係団体と、１９行目、諸団体と、市民、企業、行政、諸団体、このような言葉を並列させるときに、言葉の統一を考えて、文章がしまるように精査したほうがよいと思う。
武田委員長【回答】
統一して、全てを含む団体としたいと思う。
遠藤常任理事【質問】
１段落目、取り組みが書いてあるので背景を記載していただきたい。ＪＣＩアワードの任務があったと思うが、どこに記載されているのか。
武田委員長【回答】
１７行目で陰ながら発信している。
遠藤常任理事【意見】
だいぶ控えめに記載されていると思うので、もう少し膨らませていただきたいと思う。
武田委員長【回答】
検討させていただく。力強く発信していきたい。
中村祥之副理事長【意見・質問】
２段落目「事業を企画・実施します」というのを具体的に記載すべき段落であると思う。逆に、事業を企画・実施しますという文言はいらないので、魅力あるやまがたをわかりやすく発信するために何をするのかわかりやすく記載するとよいと思う。アワードの部分も具体的に記載するといいと思う。同じ文言の繰り返しは気になるので工夫いただきたい。魅力あるやまがたをわかりやすく発信していく事業とは、いまのところどういう事業を想定しているのか。
武田委員長【回答】
２段落目の件と質問の件について、委員会で事業を含ませているが、事業ヒヤリングを踏まえたうえでここは表現させていただきたいと思うのでこちらでは差し控えさせていただきたい。
中村祥之副理事長【回答】
わかりました。
井上周士理事長【コメント】
両委員長に感じたのは、委員会任務を方針にしっかり示すことが大切である。自分の想いも加えながら形にしていく。まだ内容が薄いように感じる。まずは、委員長が具体的に明確に記していただき、担当ラインでの指導を願う。
・ヒューマンネットワーク創造グループ
遠藤常任理事【説明】
前回の意見を反映して修正した。意見をいただいても残した部分もある。よろしくお願いします。
鈴木辰太郎副理事長【補足】
厳しい意見をお願いしたい。
安藤常任理事【意見】
文章はまとまっていて非常によい。基本テーマの、燈火となる部分は日本の来年のスローガンからとったのかなと思う。このグループは、人系のグループだと思うので、地域というフレーズが入るのはどうなのかと思うので検討を願う。
遠藤常任理事【回答】
検討します。
武田委員長【質問】
１０行目、地域やひとがよりよくなる為というのはどういう風によくなるのか。
遠藤常任理事【回答】
青年会議所というのは、イベント屋ではなく運動を広めていく団体であると、運動をするのは何かしらの問題や課題があるので、それらをよりよくしていくのだということで、地域や人がよりよくなっていくことである。
井上智博出向理事【意見】
１７行目、世界が掲げる貧困問題に対し、という部分は限定されているのだが、国連のＭＤＧｓは８つくらい確か内容があったと思うのだが、取り組んでいるのはＮｏｔｈｉｎｇ Ｂｕｔ Ｎｅｔｓが非常に代表的であるが、貧困問題に対しと限定してしまうのはどうかと思う。
遠藤常任理事【回答】
検討させていただく。
伊藤副理事長【意見】
１４行目、勇気や希望などの「」で強調したいのだと思うのだが、「」の使い方を再度見直しいただきたい。
遠藤常任理事【回答】
「」の部分について強調したくつけたのは、勇気、希望、絆の部分で、経験、体験は「」はなくてもいいのかなという感じもするので、検討する。
齊藤秀昭副理事長【意見】
８行目「影響力のある組織」という表現について、影響力という言葉に違和感を覚える、再考いただきたいと思う。
遠藤常任理事【回答】
検討します。
中村祥之副理事長【意見】

１５行目から２２行目までＵＮ ＭＤＧsに関しての記載となっている。メインの事業として、グループとして重点をおく事業ではあると思うが、全体のバランスを考えて、目的と取り組みを考えてつくるとさらによくなると思う。１３行目「自分自信」の自信が「自身」ではないか、もう一度精査いただきたい。
遠藤常任理事【回答】
２段落目の文章について説明する。１２行目から、１５行目までの、します。までが、５月の例会と交流を含めて記載した。１５行目のまたから、１９行目の運動です。までが、ＵＮ ＭＤＧsをイメージして書いた。１９行目のそしてから、２４行目までが会員交流の部分を記載した。自分のなかではバランスを意識して書いたつもりである。
中村祥之副理事長【意見】
ＵＮ ＭＤＧsについてこの事業の目的、到達点をもっと具体的に記載があってもいいと感じる。
・ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【読み上げ】
安藤常任理事【意見】
まとまりのあるいい文章だと思った。
齊藤秀昭副理事長【意見】
委員長はひとづくりに対してどのように考えているのか。ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会があるから、人材育成が必要だと書いてあるが、最後にはまちづくりがひとづくりと記載があり、ピンポイントでＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を持ち出すよりも、今までのものを継承しながら来年発展させられる何かを求められればいいと思う。ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会があるから人材育成が必要なわけではないと思う。
長谷川委員長【回答】
まちづくりがひとづくりは、遠藤常任理事の言葉を引用させてもらった。まちとひとでは、同じ意味ではないのだが、私は同義と捉えるべき言葉だと思う。ひととひとが集まってまちをつくる。そのまちを変えるにはひとを変えないといけないという意味でこの基本方針を書いた。ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会をひとつのきっかけにして、より広い視野をもってということで背景のほうに記載した。
武田委員長【意見】
１９行目のうみの漢字が出産に限定されるということだったので、生命の生が正しいのではないか。
長谷川委員長【回答】
修正させていただく。
・会員交流委員会
與田委員長【読み上げ】
鈴木辰太郎副理事長【補足】
２４行目「香港ＣＬＪＣ」の表記について統一表記があれば教えていただきたい。

フォームが違っている点については次回まで訂正する。
佐藤貴博特別委員長【意見】
１段目の背景の部分、最後の文章が取り組みように感じるので再考いただきたい。
渡部本部長【意見】
１３行目「１２５名全員」について来年１３０数名だと思ったので、見直しいただきたい。２７行目、私たちは受け身の姿勢から脱却し、今まで受け身だったのかわからないので再考いただきたい。

横山専務理事【意見】

人数については現状１２０名スタートなる。
安藤常任理事【意見】
３段落目、２８行目「せざるを得ない」という表現は後ろ向きに感じる。
與田委員長【回答】
ご意見をいただきここは全て削除したほうがいいと思っている。
削除することを前提に修正する。
長瀬総括幹事【質問】
ＡＳＰＡＣの想いがたくさんありいいと思った。１５行目「プレイヤーとして」というのは、私たちメンバー全員が賀詞交歓会の任務をこなすという意味でのプレイヤーという表現なのか。
與田委員長【回答】
プレイヤーとは賀詞交歓会そのものにまつわることではなく、賀詞交歓会に参加してくださる行政の方やシニアの方など関わる全ての人が、来るＡＳＰＡＣに共感していただき、それにかかわることに楽しみ感じてもらいまち全体で盛り上がっていくような感覚を覚えていただけたら、ということで表現した。
中村祥之副理事長【意見】
新春賀詞交歓会開催の目的は、ＡＳＰＡＣ成功の為だけのものなのか。ＡＳＰＡＣだけの山形青年会議所ではないのだということを考慮していただきたい。新春賀詞交歓会はＡＳＰＡＣも含め全体の山形ＪＣを発信し、また井上理事長の話を聞いてもらうということが一番の肝だと思う。
與田委員長【回答】
決して井上理事長の賀詞交歓会でのスピーチを軽んじていたわけではないが、「成長したＬＯＭの底力感じていただき」というところにそこの気持ちも加えて再考したいと思う。
齊藤秀昭副理事長【意見】
９月のシニアとの交流会に関して、オールやまがたを作るにあたって、激励をもらうというよりスクラムを組む形にもっていくべきであると思う。
與田委員長【回答】
叱咤激励でなく、スクラムをイメージして再考する。
井上周士理事長【コメント】
遠藤常任、與田委員長、長谷川委員長お疲れさまでした。文面から、気持ちや行動が伝わる。それはそれぞれのグループでビジョンが明確であると私は理解します。様々なグループ方針があるわけだが、逆にいまこのような委員長の強い想いがあって、それを経験のある方々からアドバイスをもらって方向を修正していくのがいいと感じる。強い想いを叩き込まれ、それをもとにいい方向にいくのが理想だと思って、聞いていた。
動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井要雄委員長
荒井委員長【動議】

終了時間延長の動議
午後１０時３０分から午後１１時３０分
動議の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周士理事長
全員賛成
・総務グループ
横山専務理事【説明】
１段落目に背景をいれた。２段落目で具体性をもたせる文章に修正した。先の全国大会で理事長と理事長予定者、専務理事予定者のミーティングがありその中で日本青年会議所のそれぞれのグループの方針を聞く機会をいただいた。その中で日本ＪＣ総務グループのほうで、効率性と透明性を持ち続ける組織運営の進化というのを使っていたので引用した。
渡部本部長【質問】
１４行目、１５行目の「様々な視点から」とは具体的にどのようなものなのか。
横山専務理事【回答】
東北地区協議会の事務局からご意見や検証の機会をいただくことがあると考えている。またＣＯＣの事務局に関しても同様と考えて「様々な視点から」と記載にした。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

２６行目「私たち総務グループは」という表現は不要
１段落目はこのグループが設置された目的を書くのでそれは運営になるだろう。具体的活動を書くのはおかしい。
伊藤副理事長【意見】
１２行目からの部分１段落目に記す表現のような感じがする。再度精査いただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】
総務グループは活動というよりも運営であったり基盤を構築するところなので、他を知ることで己を知る部分で少ししっくりこなかった。理事長所信の部分があってのこの表現だと思うが、言葉の使い方を再考いただきたい。
・総務情報委員会
荒井要雄委員長【読み上げ】
齊藤秀昭副理事長【意見】
８行目から９行目、取り組みが書いてあるように思えるので背景をまとめていただきたい。
會田総括幹事【質問】
１２行目、その他コミュニケーションシステムとありその後、強く発信とあるが、強く発信するためのコミュニケーションシステムとはなにか。
荒井要雄委員長【回答】
いまイメージできているのが、フェイスブックとホームページをうまくリンクさせて、今まで以上にこまめにリアルタイムな山形青年会議所の情報を対外にＰＲできるような仕組みを作っていきたいと考えている。
今野常任理事【意見】
１４行目のまた今後もから、１９行目まで文章がつながっている。長い文章で、内容が複数入っているので読みやすくまとめていただきたい。
武田委員長【意見】
２段落目の、内容が４つくらい入っている。まずは、とそしての後の文章の内容を交換したほうがいいのではないか。
中村祥之副理事長【意見】
２段落目、背景と取り組みと分類して、順番を精査していただきたい。取り組みを記載しているようで、具体性が欠けている。１段落目も含めて、２段落目の整理をしていただきたい。
渡部本部長【意見】
２月例会のことを少し触れたらいいのではないか。事業ヒアリング後、具体的な内容の記載があればいいと思う。
井上周士理事長【コメント】
荒井要雄委員長の事業計画に関して、２月例会の内容も盛り込んでいただきたい。手法が先行しているように感じるので、少し組みこんでいただければ深い内容になると思う。
・法人格維持継続プロジェクトチーム

齊藤秀昭リーダー【説明・提案】

基本方針をご一読ください。この機会を利用して１つご提案があります。これまでは文字を消して赤字で修正していたものを、下に赤字で転記する事で読みやすくすれば、意見の活性化につながるのでは。ご一読頂き、ご意見頂ければと思います。

横山専務理事【(提案に対する)回答】

このご提案を採用し、次回この形で作成下さい。

齊藤秀昭リーダー【(同上)補足】

この提案の利点は簡略化ができる事。次回赤い字を黒文字に直し、赤文字で修正する事によって短く端的にできる。

横山専務理事【回答】

次回からこの形で作成下さい。ご意見、ご質問を頂戴したい。

長谷川委員長【意見】

４２行目の「これまで以上に」、「より一層の」部分で同じ意味合いの言葉が続いているので、１つにまとめてもよいのでは。

武田委員長【意見】

５６行目「より永続的に」のよりが不要では。ご検討下さい。

三沢特別委員長【意見】

５８行目「観光立市やまがた」が「世界を視野に入れた」に続くのであればＹＡＭＡＧＡＴＡにしてはどうか。

遠藤常任理事【意見】

同意見で「やまがた」は英語表記がよいと思う。

井上周士理事長【コメント】

手法もだいぶ盛り込まれて厚みのある内容になったと思います。非常に大事な事ですので、皆様もご一読頂き意識を高めて頂きたい。

協－０２．新春賀詞交歓会式典及び懇親会（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　與田委員長
與田委員長【上程】

背景、目的部分で皆様からアドバイスを頂戴したい。

遠藤常任理事【補足】

資料等不足しているが、今回は事業の目的について対外・対内へのご意見を頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】

引き継ぎ等もあり、１月に向けて前倒しで上程しているので、お含み頂き忌憚のない意見を頂戴したい。

横山専務理事【補足】

新年度初めての事業であり、いま委員長が背景と目的を作っているので、皆様からご意見を頂戴したい。

中村副理事長【意見】

委員会ではなくこの場で考えるべき事として、来賓、来訪ＪＣ、シニアも含めての幅をＬＯＭとしてどう考えるのか。

横山専務理事【回答】

地区担輩出ＬＯＭとして、シニアの先輩方にも相談をし決めていく。その結果は皆様にご提示していく。１月２４日開催で京都会議より後になるのは山形ＪＣにとって初めてなので、他のＬＯＭともスケジュールを調整している。役員予定者は全員参加でお願いします。

與田委員長【補足】

会場はメトロポリタン山形４階「霞城の間」を予定している、ご意見を頂戴したい。

伊藤副理事長【意見】

野口直前がよく言われる「テーマがあるといい」という言葉を本日は代わりに伝えたい。昨年は甲冑を付けての登場など櫻井委員長の想いが出ていた。来年もぜひ盛り込んで頂きたい。

三沢特別委員長【意見】

賀詞交歓会に関しては、出向先やシニアの幅もあるので、先輩方と精査し、案内状の作成をして頂きたい。ドレスコードとしてダークスーツ、白無地シャツが通常であるが、ここ数年無くなっているので、統一すべき。

鈴木辰太郎副理事長【回答】

公益の関係で１人１人の理事を承認した後、理事会をしなければならない。そこで代表理事を決めて賀詞交歓会に臨む。１月非常に忙しいが、通常よりも早くなるという事をご理解頂きたい。

中村祥之副理事長【意見】

事業内容について、式典・懇親会の部分で以前地区担が急遽ご出席頂いたがお役目がなく失礼な対応になってしまった経験があり、当日まで出欠がわからない可能性が十二分にあるので、列席者について綿密に検討頂きたい。

佐藤貴博委員長【意見】

情報提供として、シスターＪＣとして四維ＪＣが載っているが隔年での参加であるため、来年は山形ＪＣが行く番になっている。

與田委員長【回答】

行って参ります。
安藤常任理事【意見】

懇親会について、日本ＪＣ役員からの来賓挨拶であれば、乾杯後では会場もざわついていたりもするので、順番を配慮頂きたい。

與田委員長【回答】

懇親会について、来賓数が多いと思われるので円卓で着座にできないか模索している。会場予定のキャパは１５０～１６０程あり、ゲストに座ってもらいメンバーは会場後ろに立つという設えになる。着座の席次は当日までバタバタするが、着座にするか立食にするか検討していきたい。

齊藤秀昭副理事長【意見】

ＡＳＰＡＣ、世界会議では言葉の通じない相手を円卓に座らせることになる。まずは今回、言葉が通じる相手で設営の練習をしたらどうか。実際のＡＳＰＡＣでの設営は日本ＪＣがやると思うが、万一の場合もあるのでここで練習したらどうか。立食の場合は、自由に歩き回れる・席次を置く手間がない・出席者の確認も不要である等々の理由で楽ではあるが、今回を練習の機会と捉えてチャレンジしてもいいのではないか。
横山専務理事【意見】

前年度からの引き継ぎ事項を見た上で２０１３年度委員会で検討頂きたい。事務局、総務委員会と連絡を密にし、本番に行くためのリハーサル、シナリオ、案内、そこまでのスケジュールを京都会議を挟むことを踏まえ委員長、委員会でコンセンサスを取り作って頂きたい。

井上周士理事長【コメント】

非常に大事な賀詞交歓会の早めの上程お疲れ様です。臨時理事会挟んだり、１名１名の承認でもあるので時間が掛かると思いますが、それらも含めて素晴らしい会を作っていきましょう。

協－０３．２０１３年度山形ＪＣスローガン募集（案）に関する件ついて　　　　　　　荒井委員長
荒井委員長【上程】

２０１３年度についてもスローガンをメンバーから募集願います。日本ＪＣ会頭、井上周士理事長の最新の所信、過去の山形ＪＣのスローガンを添付した上で募集を行う様進めている。理事長の想いに沿ったスローガンが多くのメンバーから出る様、皆様からお声掛け頂き、ご協議願います。

横山専務理事【補足】

メンバーへ所信を読むよう声掛け頂き、スローガンの作成をお願いしたい。

安藤常任理事【意見】

新しい日本ＪＣのスローガン「新しい時代への燈火となれ！」も添付頂きたい。
中村副理事長【意見】

一人一人の意見が共通認識を持って、反映されるのが好ましい。全員から遍く集めるのは非常に大変な作業なので、各委員会委員長、幹事で取り纏める仕組みを作ればよいのではないか。

荒井委員長【回答】

今のご意見参考にさせていただき、各委員会で取り纏め頂く様メールの内容を検討します。その際には各委員長ご協力願います。

井上周士理事長【コメント】

例年事務局でスローガンを作っているが、理事長になった時から、メンバーの皆さんから募集したものに決めたいという想いがあった。各委員会取り纏めは素晴らしいアイディアなので、より良いスローガンの作成を頂くことを希望します。

協－０４．ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）に関する件　　　　　　　　　　　　荒井委員長
荒井委員長【説明】

ＬＯＭ内褒賞の関係で、委員会設立は１月より行う。審議対象資料の中に組織変更に伴う「ＬＯＭ内褒賞大綱」の変更を赤字で記載しているので、確認をお願いします。褒賞委員長は矢口監事にお願いしたい。理由の１つは酒井監事が本年の委員長であること、年齢的に一番年長者である為。皆様から構成メンバーについてもご意見願います。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

特別委員長が褒賞委員会にいることが不適切ではないかという感想が出たので報告します。特別委員長、議長の立場では直接過ぎるのではないかという意見があった。「ＬＯＭ内褒賞大綱」を審査・審議する中で、褒賞審議委員会を年頭にするなど再考頂きたい。後出しでルールを決めるのはおかしいので考えていく必要がある。

遠藤常任理事【意見】

推薦書の書式を再考する必要があると思うので次回まで添付頂きたい。

横山専務理事【補足・回答】

「ＬＯＭ内褒賞大綱」に関しては時期、内容を正副、常任理事会でしっかり意見を頂く。次回以降皆様からご意見頂戴したい。

協－０５．山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム作成（案）承認に関する件　　　荒井委員長
荒井委員長【上程】

２０１３年度山形青年会議所の活動の記録・写真の保管について上程致します。ポイントとしては写真の収集になるが、２０１２年度と同様のＦａｃｅｂｏｏｋ、ホームページを作成する。メンバーから投稿されたものを総務情報委員会で精査し、掲載・保存を行っていく。手間が掛からず気軽に情報を出せるような仕組みづくりを考えると共に、皆様が活動を行った際のデジカメ撮影の依頼をさせて頂くので、例年同様ご協力お願いします。記録・情報を吸い上げる仕組み作り等のアドバイスやご意見を頂戴したい。

中村祥之副理事長【意見】

Ｆａｃｅｂｏｏｋを効果的に使うのは非常に良い事だと思う。疑問に思ったのは、メンバーの登録率がどのくらいなのか。登録を１００％にしなければ効果が薄いので、現状を把握してみてはどうか。

武田委員長【意見】

Ｆａｃｅｂｏｏｋの写真管理はホームページに比べて不安定であるため、本年度はホームページ上から印刷に耐えられる画像を渉外委員会へ引き渡しをしていた。Ｆａｃｅｂｏｏｋとホームページでは信頼性の面で全く違うので、ご検討頂きたい。

與田委員長【意見】

Ｄｒｏｐｂｏｘの利用はどうか。選択肢の一つとして検討いただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】

２０１４年までの事を考えた時、事業の写真使用についてコンプライアンスの部分が出てくるのではないか。その場合各事業で「使用させていただきます等」の文言を表記しなければならない可能性がある。一般の方、行政に対しての使用依頼も出てくると思うので、事務局とすり合わせ・確認をお願いしたい。

動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井委員長

荒井委員長【動議】

終了時間延長の動議
午後１１時３０分から午後１１時４５分
動議の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周士理事長
全員賛成
協－０６．２０１３年理事会日程（案）に関する件について　　　　　　　　　　　舟山事務局長
舟山事務局長【上程】

１月の理事会日程は公益の兼ね合いがあり、第１回新旧理事会の日時・あり方は未確定部分があるので、第２回と合わせて確定次第入れさせて頂く。場所は例年通り、第４もしくは最終の火曜日に日時の設定をさせて頂いている。

横山専務理事【補足】

電子資料の表記部分は例会日程ではなく、理事会日程としてご確認頂きたい。

例年通りになり、２０１２年度事務局に確認しながら進めていくので、よろしくお願いしたい。

１２月のところも記載ミスがあるので次回まで訂正する。
安藤常任理事【意見】

依頼事項１行目の部分で出席構成員は２８名だと思うが、監事は加わらないので表記を再考頂きたい。

舟山事務局長【回答】

次回まで再考します。

協－０７．２０１３年度例会日程（案）に関する件について　　　　　　　　　　　　舟山事務局長
舟山事務局長【上程】

原則第２火曜日の例会開催として記載。実施内容・場所については例会担当委員会で事業計画に基づきそれぞれで確定していく。

横山専務理事【補足】

１月に関しては２４日で決まりなので次回記載します。
事業によっては土日を使う所もあると思うので、事業ヒアリングでお考えをお持ち頂きたい。

１４．報告・依頼事項



　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長

報－０１　グループ事業方針・委員会事業計画の提出について
舟山事務局長【報告】

次回第４回役員予定者会議は１１月５日（月）開催

締切り　１１月２日（金）正午、議案送付先は舟山事務局長まで。

報－０２　今後のスケジュールについて
舟山事務局長【報告】

１１月１日（木）蔵王合宿勉強会　

場所：蔵王　樹林

ＡＳＰＡＣ金沢大会松本実行委員長を招き合宿形式で勉強会を開催。

報－０３　その他

削除

１５．次回開催








横山専務理事

[２０１３年度第４回役員予定者会議]

２０１２年１１月５日月曜日１８：３０～

場所:丸勘山形青果市場

１６．監事講評





　　　　　　　　　　　　中村正利監事

皆様本日は大変長時間の会議お疲れ様でした。基本の部分ですが、室方針、グループ方針、委員会方針等でも書かれてありますが、ＪＣバッチ、ネームプレート、ＡＳＰＡＣのバッチを忘れずに着用し会議に臨むよう用お願いします。こういった事が出来ていないと自分で書いた文章の整合性に欠けてしまいます。細かい部分ですが徹底お願いします。長時間掛けてやった各方針ですが、残念ながら各委員会に差が出ている結果になった様です。理事長からもコメントを頂いておりますが、２０１３年度の皆さんの指針ですので、再度見直し頂きバージョンアップをよろしくお願いします。常任理事の皆様におかれましては、細かい部分ですが、初理事、初委員長の方もおられるので、統一表記などを再度チェック頂き、次回は更なる会議運行がスムーズに行われる様にお願い致します。以上監事講評とさせていただきます。本日は大変お疲れ様でした。

１７．閉会








横山専務理事









